

















調査対象地は京都市内北部に位置する S学区である。人口 5,447 人、世帯数約 2,000、高齢化率 29.7％
である。山間部の自然豊かで、国道沿いに南北にのびた地域である。京都市街への主な交通手段は路




帯に 1部ずつ調査用紙を配布（回答者は 18 歳以上）。配布は社会福祉協議会、自治連合会、市政協力
委員連絡協議会の協力を得て直接配布、回収は回答者が大学宛てに直接郵便ポストに投函する方式で






回答者の概要を表 1に示す。「性別」は［男性］約 40％、［女性］60％、「年代」は［70 代］が 34.6％、
［60 代］20.2% が多く、平均年齢は 63.7 才、「職業」は［無職］48.2% であった。同居形態は［親子］






4項目の計 34 項目 2）について、満足度評価は［満足］、［やや満足］、［やや不満］、［不満］、重要度評価
は［重要］、［やや重要］、［あまり重視しない］、［重視しない］の 4段階の選択肢より回答を得た。評
価は［満足 =4］、［やや満足 =3］、［やや不満 =2］、［不満 =1］、重要度評価は［重要 =4］、［やや重要
=3］、［あまり重視しない=2］、［重視しない=1］と点数化し検討した。
（1）満足度評価の概要































































年代と総合満足度評価についてχ 2検定より有意水準 0.001 未満で有意な差が認められた。年代ごと
に満足度評価と関連の高い項目について検討を行う。総合満足度評価と 34項目の満足度評価との相関
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